
   

みんなで歌いましょう！ 

今月の絵本館だよりは、わらべうたやことばあそびうたを特集します。わらべうたやことばあそびうた

は、初めての子育てをしている時にはとても助かるアイテムの一つです。たくさんの言葉がけをしてあげ

るのは大切なこととわかっているけれど、赤ちゃんを前にどんな言葉をかけてよいか途方に暮れるときが

あります。そんなとき絵本を読んでみる・・・ところが赤ちゃんにとって、絵本はまだまだ、めくるのが

面白いおもちゃって感じ！そんなときには、わらべうたやことばあそびうた！リズミカルで、音の面白さ

も手伝って、赤ちゃんはきっと喜んでくれるはず。困った時には一度試してみてくださいね。 

『いろいろおせわになりました』やぎゅうげんいちろう：作 福音館書店 

 この作品は簡単なお遊戯にも使える歌です。たくさんのお友達と輪になってご挨拶を

繰り返しながら、遊んでみては？ネットで検索してみてくださいね。歌いながら、お遊

戯している動画を見ることができます。 

 

『あがりめ さがりめ』ましませつこ：作 こぐま社 

 この作品は手あそびうたがいっぱい！その中でも表題作は手あそびうたの代表格。幼い

子どもたちは、まだまだ手先の動きが不器用ですが、お母さんたちと一緒に歌いながら、

動かしているとみるみる上手になるものですよ。 

 

『さよなら さんかく』安野光雅：作 講談社 

 「さよならさんかく、またきてしかく・・・」皆さん一度は口ずさんだわらべうた

ではありませんか？このわらべうたを安野さんの温かく、ちょっぴりレトロな絵で絶

妙に表現された作品です。最後のページまで読み進むと、今度はさかさま向きに。楽

しくて面白い作品です。同じ歌をこぐまちゃんシリーズのわかやまけんさんも描かれ

ています。 

『ロシアのわらべうた』K・チュコフスキー：編 Y・バスネツォフ：絵 田中潔：訳 

偕成社 

 ロシアの児童文学作家で、翻訳家でもあるチュコフスキーが集めたわらべうた２２編

がかわいい絵とともに紹介された作品です。チュコフスキーは子どもたちの言語認識に

ついても『２歳から５歳まで』という作品を書かれるくらい言葉について思い入れが強

い人だと思います。やさしくユーモアにあふれたわらべうたを、ぜひ子どもたちに優しい声で届けてあげ

てくださいね。作品の中に「うそっこばなし」というわらべうたがあります。その絵を見ると、私は我が

家の末っ子が大好きな佐々木マキさんの『ぶたのたね』という作品を思い出します・・・。 
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